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このプレゼンテーションで述べられている業績見通しは、現時点で入手可能
な情報に基づく将来の予測であって、潜在的なリスクや不確定な要因を含
んでおります。実際の業績は、様々な要因により予想数値と大きく異なる可
能性があります。実際の業績に影響を与える重要な要因として主なものは
以下の通りです。

日本・北米・アジア等の経済情勢、消費動向

販売先の生産動向や製品開発

仕入先の供給状況や製品開発

競争激化による価格下落

為替相場の大幅な変動等

※ 資料取扱い上のご注意

三信電気株式会社
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Ⅰ．2013年3月期

業績概要

三信電気株式会社
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13/3月期 連結業績概要 単位：億円

1,441.6 1,479.6 103% 1,650.0 90%
7.2% 7.5% 6.5%
104.4 110.6 107.2

6.5% 6.1% 5.6%
94.3 90.3 92.2

0.7% 1.4% 0.9%
10.1 20.3 15.0

0.6% 1.1% 1.0%
8.0 16.3 16.0

0.4% 0.8% 0.7%
5.2 11.3 11.0

増減 増減

0.9% 1.9% ＋1.0P 1.9% ±0P

増減 増減

\79.07 \83.11 ＋￥4.04 \80.00 ＋￥3.11

経常利益

売上総利益

販管費

営業利益

売上高

12/3期
実績

13/3期
実績

前期比

98%

203% 102%

※ 予想 達成率

106% 103%

201% 135%

96%

換算レート
（1米ドル）

当期純利益
219% 103%

連結ＲＯＥ

三信電気株式会社

※予想は、平成24年11月6日（第2四半期決算）に発表した予想数値

■ 売上高は前期比＋3％ （TOY分野＋91％、TOY分野以外▲15％）

■ 営業利益/経常利益/当期純利益は、売上高増加/総利益率改善/販管費削減により大幅増益
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単位：億円三信電気株式会社 13/3月期 セグメント別連結業績概要

※①セグメント利益の調整額は、各事業に配分していない管理部門に関わる費用などが含まれています。

※②予想は、平成24年11月6日（第2四半期決算）に発表した予想数値

■ デバイス事業は、売上高微増もセグメント利益で前期比＋59％の増加

→TOY分野の売上高が拡大、総利益率の改善、販管費の削減

■ ソリューション事業は、売上高増加によりセグメント利益は前期比で+2.8億円

→消防防災や組み込みシステムの売上高が増加、販管費の削減

デバイス 1,331.3 1,351.1 101% 1,520.0 89%
事業 0.3% 0.5% 0.6%

4.0 6.3 9.0

ｿﾘｭｰｼｮﾝ 110.3 128.5 117% 130.0 99%
事業 8.4% 9.4% 7.7%

9.3 12.1 10.0

調整額 セグメント利益 △ 5.2 △ 2.2 41% △ 3.0 72%

増減 増減

\79.07 \83.11 ＋￥4.04 \80.00 ＋￥3.11

換算レート
（1米ドル）

※ 予想

売上高

セグメント利益

12/3期
実績

13/3期
実績

売上高

セグメント利益

達成率

159% 70%

131% 121%

前期比
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451

442

206

255 273

110 128

236

398 421

12/3期 13/3期

1,441

単位：億円13/3月期 連結売上高前期比比較

＋3％

三信電気株式会社

1,479

▲236

＋23

＋18

＋18

● デジタルＡＶ分野の減少を

主にＴＯＹ分野でリカバリー

■ ソリューション事業

○消防防災/組み込みシステムが増加

■ 社会/産業他

○社会ｲﾝﾌﾗ/車載向けは堅調に推移

■ 情報/通信分野

○モバイル向けは堅調に推移

■ デジタルＡＶ分野

●ＴＶ/ＢＤ向けが減少

■ ＴＯＹ分野

○新規セットの立上げにより増加
＋215

デジタルＡＶ分野

ＴＯＹ分野

社会/産業他

情報/通信分野

ソリューション事業
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Ⅱ．2014年3月期

通期業績予想

三信電気株式会社
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単位：億円14/3月期 連結業績予想三信電気株式会社

■ 通期売上高は前期比+15％ （前年同期比：上期 +16％、下期 +14％）

■ 通期経常利益/当期純利益は、売上高の増加により前期比で約20％成長を見込む

■ 市場の回復、新規セットの立ち上げは第2四半期以降、下期で拡大の見通し

14/3期

上期 下期 通期予想

1,441.6 1,479.6 800.0 900.0 1,700.0 115%
7.2% 7.5% 6.9% 7.0% 7.0%
104.4 110.6 55.3 63.1 118.4

6.5% 6.1% 6.1% 5.5% 5.8%
94.3 90.3 48.8 49.6 98.4

0.7% 1.4% 0.8% 1.5% 1.2%
10.1 20.3 6.5 13.5 20.0

0.6% 1.1% 0.8% 1.5% 1.2%
8.0 16.3 6.5 13.5 20.0

0.4% 0.8% 0.5% 1.1% 0.8%
5.2 11.3 4.0 10.0 14.0

増減

0.9% 1.9% - - 2.3% ＋0.4P

増減

\79.07 \83.11 \90.00 \90.00 \90.00 ＋￥6.89

13/3期
実績

前期比

販管費

営業利益

売上高

12/3期
実績

107%

98%

109%

換算レート
（1米ドル）

当期純利益
124%

連結ＲＯＥ

123%
経常利益

売上総利益
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単位：億円14/3月期 セグメント別連結業績予想三信電気株式会社

■ デバイス事業は増収増益も回復途上、第2四半期以降の拡大を見込む

■ ソリューション事業は売上高微増、人員増強、調整額の配賦変更でセグメント利益減少

※管理部門に関わる費用などのセグメント利益調整額は、14年3月期より全額を各事業に配賦しております。

14/3期

上期 下期 通期予想

デバイス 1,331.3 1,351.1 750.0 820.0 1,570.0 116%
事業 0.3% 0.5% 0.5% 0.8% 0.6%

4.0 6.3 3.5 6.5 10.0

ｿﾘｭｰｼｮﾝ 110.3 128.5 50.0 80.0 130.0 101%
事業 8.4% 9.4% 6.0% 8.8% 7.7%

9.3 12.1 3.0 7.0 10.0

調整額 セグメント利益 △ 5.2 △ 2.2 - - - -

増減

\79.07 \83.11 \90.00 \90.00 \90.00 ＋￥6.89

12/3期
実績

13/3期
実績

前期比

売上高

換算レート
（1米ドル）

158%

82%

売上高

セグメント利益

セグメント利益
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448

206 202

273

327128

130

451

421
593

13/3期 14/3期予想

1,479

単位：億円14/3月期 連結売上高予想

＋15％

三信電気株式会社

1,700

▲4

＋172

＋54

＋2

● 情報/通信/社会/産業他分野

の拡大を見込む

■ ソリューション事業

○組み込みシステムが増加

■ 社会/産業他

○社会ｲﾝﾌﾗ/車載向け、新規Bizの増加

■ 情報/通信分野

○モバイル向けは順調に拡大

■ デジタルＡＶ分野

●ＴＶ/ＢＤ向けが減少も下げ止まり

■ ＴＯＹ分野

●2Ｑ以降の回復に期待、通期で横這い
▲3

デジタルＡＶ分野

ＴＯＹ分野

社会/産業他

情報/通信分野

ソリューション事業
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Ⅲ．経営方針/重点課題

三信電気株式会社
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●ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業がﾃﾞﾊﾞｲｽ事業を上回る
→ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業は特定分野減少による収益低迷
→ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業は着実に収益構造を改善

＜ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益＞

ﾃﾞﾊﾞｲｽ
34％ ｿﾘｭｰｼｮﾝ

66％

ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業の
収益基盤の立て直し

ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業の
安定した収益確保

当社グループの状況 今後の経営方針

経営方針三信電気株式会社

新たな視点＆取り組みを導入し、強い収益体質を構築する

＜13/3期実績＞
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分
野

ルネサス
61％

他仕入先
39％

成長が見込める社会/
産業や情報/通信等の
成長分野向けの比率が
低い。

顧客ニーズに迅速に
対応できる幅広い商品
ラインアップが求められ
る。

仕
入
先

顧
客

顧客業績や特定分野
の市場低迷を補完で
きる顧客層が重要。

大手顧客
56％

他顧客
44％

ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業の状況 将来構想

＜分野別売上高＞

＜仕入先別売上高＞

＜顧客別売上高＞

他分野
58％

社会/産業、
情報/通信
42％

重点課題の整理三信電気株式会社 ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業

＜13/3期実績＞

＜13/3期実績＞

＜13/3期実績＞

大手顧客
50％

他顧客
50％

ルネサス
50％

他仕入先
50％

社会/産業、
情報/通信
50％

他分野
50％
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重点課題三信電気株式会社 ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業

１．既存仕入先の拡販強化による収益確保

・販売戦略の見極め、重点製品の拡販に注力

２．海外事業の強化

①国内営業部門との連携、現法体制の強化、現地社員の育成

②中華圏におけるビジネス地域拡大への対応

３．新規仕入先の開拓

・新規商材ビジネスを推進する主管部門を核に国内外の連携を強化

→有望商材の発掘と取捨選択を継続

→当期は13社の新規仕入先を着実に立ち上げ

４．既存顧客の拡販強化と新規顧客の開拓

①大手顧客、中堅顧客とも顧客ニーズを見極め、徹底した深堀を推進

②新規商材を活用した新規顧客開拓に注力（特に社会ｲﾝﾌﾗ/産業分野）

５．ビジネススキームの創造

①システム提案型セールスの強化

②部品指向に留まらない様々な顧客ニーズを発掘し、ビジネス機会を創造
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ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業の状況 今後の展開

＜売上高/ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益推移＞ ※単位：億円

重点課題の整理三信電気株式会社 ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

114.9 118.1
110.3

128.5

4.9

7.2

9.3

12.1

0

50

100

150

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期

0

5

10

15

20売上高

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

保守/ｻﾎﾟｰﾄ等のｽﾄｯｸ・ﾋﾞｼﾞﾈｽの着実な伸長により、
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益は増加基調。ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益の成長持続には
ｽﾄｯｸ・ﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大が必要。

●セグメント利益は
４年間で約2.5倍に
拡大

●事業環境に関わらず
ミニマムで１０億円
以上のセグメント利
益を確保



16

重点課題三信電気株式会社 ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

１．ｽﾄｯｸ･ﾋﾞｼﾞﾈｽの起点となるハード/システム販売の拡大

①ビジネスユニット別に拡販を強化

ＮＷ キーアカウントの深耕

公共 官公庁向けの深耕、消防防災の需要取り込み

組み込みシステム 顧客密着による新規ビジネスの発掘

ＡＰソフト クラウド化・オープン化対応の強化

映像 システム案件の着実な受注、新規ＩＰTV市場の開拓

②仕入先、協業パートナーとの連携強化

２．ﾊｰﾄﾞ/ｼｽﾃﾑ販売後の保守/ｻﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽの確実な受注

①顧客ニーズを捉えた新サポートメニューの創造

②三信オリジナルメニューによる水平展開、協業パートナーとの連携強化

③技術資格の取得推進による技術力ＵＰ
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三信電気株式会社

Ⅳ．財務状況
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連結財務状況（貸借対照表） 単位：億円三信電気株式会社

現預金 152.4 111.6 △ 40.7 120.0 8.4

売掛債権 386.8 388.4 1.7 445.0 56.6

棚卸資産 163.3 227.0 63.7 190.0 △ 37.0

その他資産 96.4 102.0 5.6 105.0 3.0

798.8 829.2 30.3 860.0 30.8

買掛債務 157.8 168.0 10.2 190.0 22.1

有利子負債 34.7 33.6 △ 1.1 33.6 0.0

その他負債 19.2 28.5 9.3 28.9 0.4

純資産合計 587.2 599.2 12.0 607.5 8.3

798.8 829.2 30.3 860.0 30.8

73.5% 72.3% △1.2Ｐ 70.6% △1.7Ｐ

負債・純資産合計

自己資本比率

Ｂ－Ａ
増減

14年3月末
予想 Ｃ

Ｃ－Ｂ
増減

12年3月末
実績 Ａ

13年3月末
実績 Ｂ

資産合計
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連結財務状況（キャッシュ・フロー） 単位：億円三信電気株式会社

売上債権の減少　（△は増加） 157.3 21.1 △ 56.6

棚卸資産の減少　（△は増加） 44.3 △ 55.2 37.1

仕入債務の増加　（△は減少） △ 71.8 △ 1.0 22.1

その他 17.9 0.3 13.9

147.7 △ 34.8 16.4

△ 8.3 7.6 △ 2.0

△ 55.5 △ 16.6 △ 6.0

0.2 2.9

84.1 △ 40.9 8.4

0.2

152.4 111.6 120.0

換算差額

現預金の増減額

現預金の期末残高

14年3月期
予想

12年3月期
実績

13年3月期
実績

営業Ｃ/Ｆ

投資Ｃ/Ｆ

財務Ｃ/Ｆ

新規連結に伴う現預金の増加
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10/3期

実績

11/3期

実績

12/3期

実績

13/3期

実績

14/3期

予想

①連結当期純利益 1,340百万円 1,448百万円 516百万円 1,131百万円 1,400百万円

②包括利益 1,223百万円 637百万円 492百万円 2,035百万円 －

③連結自己資本比率 68.6％ 64.5％ 73.5％ 72.3％ 70.6％

④配当総額

（1株当り配当）

605百万円

（20円）

605百万円

（20円）

595百万円

（20円）

580百万円

（20円）

576百万円

（20円）

⑤連結配当性向 45.2％ 41.8％ 117.0％ 51.7％ 41.1％

⑥自己株式取得総額

（取得株式数）
－ －

766百万円
（1,000千株）

321百万円
（500千株）

－

⑦総還元性向

（④+⑥）÷①
45.2％ 41.8％ 263.9％ 79.7％ －

⑧自己株式消却 1,702千株 － － － －

⑨期末発行済株式総数

（自己株式除く）

30,281千株

(30,280千株）

30,281千株

(30,280千株）

30,281千株

(29,280千株）

30,281千株

(28,779千株）

30,281千株

(28,779千株）

⑩１株当たり当期純利益 44.28円 47.81円 17.10円 38.67円 48.65円

⑪１株当たり純資産 1,967.08円 1,968.14円 2,005.34円 2,081.88円 2,110.85円

株主還元予想三信電気株式会社

※１．自己株式取得株式数には単元未満株式の買取請求に伴う取得分は含まれておりません。
２．１株当り当期純利益は期中平均発行済株式数（自己株式除く）で算出しております。
３．１株当り純資産は期末発行済株式総数（自己株式除く）で算出しております。
４．14/3期予想における１株当り当期純利益および１株当り純資産は13/3期の期末発行済み株式総数（自
己株式除く）で算出しております。
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利益配分に関する考え方三信電気株式会社

●基本方針

・利益還元の拡大と内部留保の充実

●１４年３月期 配当予想

・連結業績は増収増益の見通し、安定的な配当の実施を重視

・前期と同額の１株当たり２０円 （中間、期末各１０円）

・連結配当性向 ４１．１％

・１０年３月期～１４年３月期平均連結配当性向 ５０．９％
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三信電気株式会社

2014年3月期

デバイス事業業績予想

補足資料①
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0.6%
0.5%

0.3%

1.1%
1.2%

90.0

83.11
79.07

85.72

92.85

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期

0

20

40

60

80

100

120

1,669 1,709

1,331 1,351

1,570

10.0

6.3
4.0

18.919.3

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期

単位：億円三信電気株式会社

14/3期
予想

売上高・セグメント利益

※棒グラフ：売上高
折れ線：セグメント利益

14/3期
予想

14年3月期予想は、売上高前期比+16％、ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益前期比+58％

→モバイル向けの拡大、新規ビジネスの立ち上がりよる売上高の増加を見込む

14/3月期 デバイス事業の業績推移

セグメント利益率

※１米ドル換算レート（円）
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218
240

75 59

68 68

38

55

84
100

211
240

101
154

140 156

13/3期1H 13/3期2H

【前年同期比増減内容】

■ ＳｏＣ（システムＬＳＩ）

○ゲーム機向けは増加

●デジタルＡＶ向けが減少

■ マイコン

○車載/白物家電向けは増加

●デジタルＡＶ/ゲーム機向けが減少

■ アナログ＆パワー半導体

○モバイル向けは増加

●デジタルＡＶ/大型液晶パネル向けが減少

■ その他半導体

○モバイル/ＨＤＤ/新規ビジネス向けが増加マイコン

564

532

425

486

三信電気株式会社 半導体の１Ｈ業績予想（デバイス事業） 単位：億円

ＳｏＣ

その他
半導体

半期売上高

14/3期
2H予想

＋25％

ｱﾅﾛｸﾞ＆
ﾊﾟﾜｰ半導体

14/3期
1H予想

14年3月期１Ｈ予想

13/3期1H比 13/3期2H比

ＳｏＣ ＋１４％ ＋１０％

マイコン ▲９％ ＋１５％

ｱﾅﾛｸﾞ＆P半 ＋３９％ ▲９％

その他半導体 ＋１１９％ ＋５１％
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395 429

176

170 134

136

110

86
93

184

646

480

212

211
255

296

11/3期 12/3期 13/3期

1,144

単位：億円半導体の通期業績予想（デバイス事業）

通期売上高
＋20％

三信電気株式会社

862

14/3期
予想

911

前期比

ＳｏＣ ＋１２％

マイコン ＋１％

ｱﾅﾛｸﾞ＆P半 ＋１６％

その他半導体 ＋９７％

1,096

マイコン

ＳｏＣ

その他
半導体

ｱﾅﾛｸﾞ＆
ﾊﾟﾜｰ半導体

【前期比増減内容】

■ ＳｏＣ（システムＬＳＩ）

○ゲーム機向けは増加

●デジタルＡＶ向けが減少

■ マイコン

○車載/白物家電向けは増加

●デジタルＡＶ/ゲーム機向けが減少

■ アナログ＆パワー半導体

○モバイル向けは増加

●デジタルＡＶ/大型液晶パネル向けが減少

■ その他半導体

○モバイル/ＨＤＤ/新規ビジネス向けが増加
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113 116

25
28 15

103

131

13

85

86
87

112

13/3期1H 13/3期2H

回路基板

213
227

218

機構部品

その他
電子部品

三信電気株式会社 単位：億円電子部品の１Ｈ業績予想（デバイス事業）

14/3期

2H予想

【前年同期比増減内容】

■ 機構部品

○モバイル/ＰＣ向けが増加

■ 回路基板

●モバイル向けが減少

■ その他電子部品

○素材、新規ビジネスは堅調に推移

半期売上高

256

＋2％

14年3月期１Ｈ予想

13/3期1H比 13/3期2H比

機構部品 ＋１２％ ＋３％

回路基板 ▲４２％ ▲５６％

その他 ＋３％ ＋０．２％

14/3期

1H予想
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258
216

45
48

53

243 247

28

276

163

171
199

11/3期 12/3期 13/3期

単位：億円電子部品の通期業績予想（デバイス事業）三信電気株式会社

474

機構部品

回路基板

その他
電子部品

440

469

＋8％

通期売上高

564

前期比

機構部品 ＋１５％

回路基板 ▲４７％

その他 ＋１６％

14/3期
予想

【前期比増減内容】

■ 機構部品

○モバイル/ＰＣ向けが増加

■ 回路基板

●モバイル向けが減少

■ その他電子部品

○素材、新規ビジネスは順調に推移
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154
190

8

12

16

78

85
14

224

122

22

80

67

46

40

85

77

10

10

19

13/3期1H 13/3期2H

中国

韓国

アメリカ

台湾

266

304

368

421

シンガポール

三信電気株式会社 単位：億円海外地域別の１Ｈ業績予想（デバイス事業）

14/3期

2H予想

【前年同期比増減内容】

■ 中国
○モバイル/デジタル家電/ＨＤＤ向けが増加

○新規ビジネスは順調に拡大

■ 韓国

○ＰＣ（ディスプレイ）向けが増加

■ シンガポール（含むタイ）

○デジタル家電/ＨＤＤ向けが増加

○14/3月期より三信タイを連結化

■ 台湾

○デジタルＡＶ/ゲーム機向けが増加

■ ＵＳＡ

●無線関連ＩＣ、メモリ等の新規ビジネスが減少

半期売上高

＋38％

14年3月期１Ｈ予想

13/3期1H比 13/3期2H比

中国 ＋５５％ ＋２３％

韓国 ＋１１２％ ＋３２％

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ＋６７％ ＋４５％

台湾 ＋１２％ ＋１０％

ｱﾒﾘｶ ▲４８％ ▲３１％
14/3期

1H予想
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365

276

40 12

20

158

155

29

414

336

38

147

86

158
218

170
131

33

20
49

11/3期 12/3期 13/3期

単位：億円

中国

韓国

アメリカ

台湾

海外地域別の通期業績予想（デバイス事業）三信電気株式会社

774

570

722

789

14/3期
予想

通期売上高
＋38％

前期比

中国 ＋５０％

韓国 ＋８５％

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ＋７２％

台湾 ＋１０％

ｱﾒﾘｶ ▲３９％

シンガポール

【前期比増減内容】

■ 中国
○モバイル/デジタル家電/ＨＤＤ向けが増加

○新規ビジネスは順調に拡大

■ 韓国

○ＰＣ（ディスプレイ）向けが増加

■ シンガポール（含むタイ）

○デジタル家電/ＨＤＤ向けが増加

○14/3月期より三信タイを連結化

■ 台湾

○デジタルＡＶ/ゲーム機向けが増加

○下期に新規ビジネスの立ち上げを見込む

■ ＵＳＡ

●無線関連ＩＣ、メモリ等の新規ビジネスが減少
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58.3% 60.5% 58.1%

19.4% 16.0%
15.7%

15.4% 16.1%
12.5%

13.7%
7.4%6.9%

12/3期 13/3期

三信電気株式会社 デバイス事業の売上高構成比

14/3期
予想

製品別売上高構成比

17.7%

33.4%
28.5%

33.2%

15.2%

12.9%

29.9% 31.1%
37.8%

19.2% 20.3% 20.8%

12/3期 13/3期

分野別売上高構成比

14/3期
予想

ルネサスＥＬ

海外メーカー

機構部品

その他

情報/通信
分野

デジタルＡＶ
分野

TOY分野

社会/産業他

（912）

（92）

（776） （818）

（247）
（215）（258）

（205） （218）
（196）

（100） （215）

※ （ ）は売上高、億円

（327）（273）

（593）
（421）

（398）

（202）

（206）

（442）

（448）
（451）

（236）

（255）



三信電気株式会社

2014年3月期

ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業業績予想

補足資料②

31
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114.9 118.1
110.3

128.5 130.0

10.0

12.1

9.3

7.2

4.9

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期

単位：億円三信電気株式会社

7.7%

9.4%

8.4%

6.1%

4.3%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期14/3期
予想

売上高・セグメント利益

※棒グラフ：売上高
折れ線：セグメント利益

14/3期
予想

セグメント利益率

１4年3月期予想は、売上高前期比+1％、セグメント利益前期比減少
→セグメント利益は人員増強/調整額の配賦基準変更で減少、ﾐﾆﾏﾑ10億円以上を確保

14/3月期 ソリューション事業の業績推移
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75.4
82.9

51.3

53.1
47.1

59.0

12/3期 13/3期

単位：億円

＋1％

三信電気株式会社

14/3期
予想

ノンハード

110.3

■ ハード：組み込みシステムが増加

■ ノンハード：ハード系/スポット保守が減少

ソリューション事業の通期業績予想

ハード

※ （ ）は前期比

(＋10％)

(▲11％)

品目別売上高推移

36.2%
42.6%

56.3%

63.8%
57.4%

43.7%

12/3期 13/3期 14/3期
予想

その他

仕入先別売上高構成比

ＮＥＣ

■ 14/3月期予想はＮＥＣ比率が50％を超える

128.5 130.0
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18.5
14.9

8.2

29.8

8.4

10.5

10.2

6.2

18.517.2

29.0

15.4

12.5

11.8

11.0

10.6

10.3

4.0

6.5

5.0

13/3期1H 13/3期2H

ＮＷ

公共

映像

ＡＰソフト

51.7

76.8

50.0

80.0

組み込み
システム

三信電気株式会社 単位：億円

14/3期

2H予想

【前年同期比増減内容】

■ ＮＷ関連（NW、公共、組み込みｼｽﾃﾑ、AP）

○公共向けは消防防災が減少も官公庁向け増加

○組み込みシステムはサーバー系が増加

●ＮＷ、ＡＰソフトは減少

■ 映像

●送出システム等のシステム案件減少

半期売上高

▲3％

14年3月期１Ｈ予想

13/3期1H比 13/3期2H比

ＮＷ ▲３％ ▲１９％

公共 ＋１％ ▲７２％

組み込みシステム ＋１４％ ＋６％

ＡＰソフト ▲１％ ▲３％

映像 ▲１９％ ▲３５％

14/3期

1H予想

ソリューション事業のビジネス別１Ｈ業績予想
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36.9 35.7

32.9
25.6

38.0

20.3

20.89.2

33.435.8

37.4

27.922.8

18.3

18.5

20.8

20.6

11.2 10.5

10.3

11/3期 12/3期 13/3期

単位：億円

ＮＷ

公共

映像

ＡＰソフト

三信電気株式会社

118.1

128.5

110.3

130.0

14/3期
予想

通期売上高
＋1％

前期比

ＮＷ ▲６％

公共 ▲２％

組み込みシステム ＋２３％

ＡＰソフト ▲０．３％

映像 ▲６％

ソリューション事業のビジネス別通期業績予想

【前期比増減内容】

■ ＮＷ関連（NW、公共、組み込みｼｽﾃﾑ、AP）

○組み込みシステムはサーバー系が増加

●公共向けは官公庁向けが増加も消防防災減少

●ＮＷ、ＡＰソフトは減少

■ 映像

●送出システム等のシステム案件減少
組み込み
システム


